
■ 生命の尊さ
６月４日（金）の３校時に、昨年度に引き続き、３年生を対象に道徳の授業を

行いました。道徳の教科書にある「あの日 生まれた命」という実話を通して、

命の尊さについて考えました。内容は、東日本大震災の中、我が子の誕生と祖母

の死を同日に経験し、子どもの誕生を素直に喜べない母親の元に、１脚の椅子が贈られてきま

す。そして、その椅子に込められた支援プロジェクトの人たちの思いから、母親の心が少しず

つ変化していくというお話でした。

□ 「命の尊さ」について、あなたはどんなことを考えましたか。

授業の中では時間がなく、宿題にした上記の問いに対する皆さんの回答を、一部抜粋して紹

介します。

・今回、この話を読んで、命は一瞬でなくなることもあるけど、生まれる時は長い時間をかけ

て誕生していると感じた。

・人の命はつながっていて、日本だけでなく世界全体が助け合える世の中になればいいと思う。

・たくさんつらいことがあって、「私は誰からも大切にされていない」とずっと思っていたけ

ど、今日の授業でたくさんの人に大切にされ、支えられているんだと知りました。

・私も自分が生まれてから２ヶ月後に、祖母を亡くしています。２ヶ月間、私は祖母の生きが

いになっていたと聞いたことを、授業の間ずっと思い出していました。

・人間は自然に勝てなくても、大切な人、つらい思いをした人を思いやれる「心」があるから

助け合ったり、励まし合ったりして、色々なことを乗り越えられるのだと思いました。

自分の経験を振り返り、自分も他者もかけがえのない存在として、命を大切にしていこうと

する感想が多くありました。一生懸命考えてくれて、ありがとうございました。

□ 「誕生」 中島みゆき

授業の最後に、中島みゆきの「誕生」をカバーした動画を視聴してもらいました。実は、私

が教員になったばかりの平成の初め頃、世の中はバブルが崩壊し、不景気や失業、雇用情勢の

悪化など暗い雰囲気が漂っていました。そんな中で、ある新聞にこの曲の記事が載っていまし

た。「この様な曲がある限り、日本は捨てたもんじゃない」という内容でした。私事になりま

すが、その時からこの曲を取り入れた授業をしたいと思いつつ、できないまま今まできてしま

いました。今回の授業でこの曲を紹介できて、自分の中でやり残していたことが一つ達成でき

ました。苦しい時やつらい時、困難な場面に出会ったら、またこの曲を聞いてみてください。
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■ 新型コロナワクチン接種について
□ 学校からのお願い

村では、ファイザー社製のワクチンの対象年齢が、12歳以上に拡大された

ことを受け、希望する中学生にワクチンを接種することになりました。この

ワクチン接種は「希望制」であり、「強制」ではありません。なぜかという

と、「人それぞれに事情が異なる」からです。一人一人、身体的な理由や様

々な理由によって、ワクチンを接種することができない人や接種を望まない

人もいるのです。そして、その判断は尊重されなければなりません。接種しない人に対して、

周囲が接種を強制することはできないのです。例え接種したとしても、今までどおり３密を避

け、マスク、手洗い、うがいは継続し、感染予防に努めていきましょう。

■ 人付き合いのマナー
□ 優しい人、信頼される人になるために

「マナー」とは何だと思いますか。よく一緒に使われる言葉に「ルール」があります。その

違いは何でしょうか。簡単に言うと、必ず守らなければならない『規則』として定められてい

るのが「ルール」です。「マナー」とは同様に守るべきものではありますが、罰則が設けられ

ているわけではなく、「守ることでお互いが気持ちよく過ごす」ための

『心遣い』が、「マナー」だと言われています。

最近は、人付き合いが苦手という中学生が増えてきているそうです。大

人の社会においても人付き合いは大切です。ここでは、最低限、身に付け

ておきたい「人付き合いの10のマナー」について紹介します。

１．あいさつは先にしよう。

・あいさつは「今日もよろしく」という意味。できたら相手より先に、相手より大きな声で挨

拶する。

２．人の話をすぐに「否定」しないようにしよう。

・「無理」「できるわけがない」という言葉をいきなり使わない。

３．うわさ話はしないようにしよう。

・人の悪口や欠点は他の人には言わない。友達の信用を失う確率が一番高いです。

４．友達の失敗には優しくしよう。

・誰でも失敗します。大目に見ましょう。優しい人のところに人は集まります。

５．公事と私事では、公事を優先しよう。

・みんなで何かをするときに自分の用事が重なったときには、みんなでやることを優先する。

６．人によって態度を変えないようにしよう。

・誰にでも態度を変えず同じように接する人は信頼されます。

７．いつも正しいことばかりを相手に言わないようにしよう。

・間違いを指摘されてばかりいると、話をしたくなくなります。気を楽にして付き合うのであ

れば、大したことがない間違いはスルーすることも大切です。

８．イヤなことがあっても少しは我慢をしよう。

・我慢ができる人は、トラブルの数を減らすことができます。

９．「友達のいいところを探す」と思い、友達と接しよう。

・いいところを見付けようと思って過ごしていると、いいところが目に入るようになり、さら

に仲良くなっていきます。

10．誰にでも喜んであげられる人になろう。

・相手の成功や頑張りに、素直に喜んだりほめたりできる人には、自分が成功したときに、必

ず周囲の人が喜んだりほめたりしてくれます。


